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めいわ

■発行日　平成１８年６月１０日

役場庁舎内業務を毎週月曜日２時間延長（１９時１５分まで）

町の人口と世帯（５月１日現在）

　　　　　総人口　　１１，６６１人    （＋ １０）
　　　　　　男　　　　５，８３５人　 （＋ １２）

　　　　　　女　　　　５，８２６人　 （－ ２）

　　　　　世帯数　　　３，６３７世帯 （＋２７)

　　　　　　　※（　）内の数字は前月比

子育て仲間が集う

　子育て支援センター（こども園内）ではこ

のほど「はじまりの会」が開かれ、７０組の

親子が会場に訪れ交流を深めてました。

広報

環境都市宣言のまち　ISO１４００１認証取得 No, ９３
2006(平成１８）年

６

　水辺環境再生計画が認定される
●Pick Up Meiwa　　　　　　　　　 P２

● ZOOM UP人　　　　　　　　　 P３
　石橋幸一郎さん

●町政INFORMATION　　　　　　　　　

●TOPICS

●みんなの広場

●健康・福祉
　肥満は生活習慣病のもと　　　　　　

●まなびの掲示板

●くらしの情報

　公民館講座、社会体育館教室等募集ほか

P４～P５

P６～P７

P８～P９
P１０～P１１

P１２～P１３
P１４～P１７

　町政功労者表彰、体育協会表彰ほか　　　　

　交通少年団合同交通安全体験教室ほか

　町職員募集、介護予防教室募集 注）今月号より、住民基本台帳統計確定後の数値を掲載させて
いただきます。（６月１日現在は、７月号掲載となります）



Pick Up Meiwa

（２）

　
町
で
は
、
従
来
よ
り
国
庫
補
助

金
を
活
用
し
て
公
共
下
水
道
お
よ

び
浄
化
槽
の
整
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
南
大
島
地
区
の
一
部
を

地
域
再
生
計
画
「
汚
水
処
理
施
設

整
備
交
付
金
」
の
交
付
対
象
地
域

と
し
て
、
昨
年
度
よ
り
認
定
申
請

を
行
っ
て
き
た
結
果
、
こ
の
ほ
ど
、

「
水
辺
環
境
」
再
生
計
画
が
認
め
ら

れ
、
内
閣
総
理
大
臣
よ
り
認
定
を

受
け
ま
し
た
。

　
今
回
、
新
た
に
認
定
を
受
け
た

事
業
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

事
業
の
全
体
の
概
要

　
地
域
再
生
計
画
は
、
平
成
　
年
１８

度
か
ら
　
年
度
の
５
か
年
、
汚
水

２２

処
理
施
設
整
備
交
付
金
を
受
け
て

公
共
下
水
道
お
よ
び
浄
化
槽
（
個

人
設
置
型
）
の
整
備
を
行
い
、
水

質
汚
濁
負
荷
の
早
期
低
減
を
図
り
、

水
辺
環
境
を
再
生
し
、
町
第
５
次

総
合
計
画
の
町
の
将
来
像
で
あ
る

「
水
と
緑
豊
か
な
活
力
あ
る
明
和

町
」
を
目
指
し
ま
す
。

【
主
な
事
業
の
概
要
】

事
業
区
域
　

・
公
共
下
水
道
　
南
大
島
地
区

・
浄
化
槽
（
個
人
設
置
型
）
町
全

域
（
た
だ
し
、
公
共
下
水
道
事

業
認
可
区
域
を
除
く
）

事
業
期
間
　
平
成
　
～
　
年
度
の

１８

２２

５
か
年

整
備
量
　

・
公
共
下
水
道
　
延
長
２
２
９
０

ｍ
、
水
質
浄
化
セ
ン
タ
ー
　
Ｏ

Ｄ
槽
・
最
終
沈
殿
池
１
基
（
増

設
）
面
積
　
佐
８．５

・
浄
化
槽
　
１
７
５
基
（
個
人
設

置
型
）

各
施
設
処
理
人
口

・
公
共
下
水
道
　
南
大
島
地
区
１

９
１
人

・
浄
化
槽
　
５
７
８
人
（
個
人
設

置
型
）

【
事
業
費
の
概
要
】

公
共
下
水
道
事
業
費

・
事
業
費
　
８
億
３
３
０
０
万
円

　（
う
ち
交
付
金
４
億
４
２
１
０

　
万
円
）

・
単
独
事
業
費
　
８
２
０
０
万
円

浄
化
槽
（
個
人
設
置
型
）

・
事
業
費
　
５
８
０
９
万
５
千
円

　（
う
ち
交
付
金
１
９
３
６
万
５

　
千
円
）

総
事
業
費
　

・
事
業
費
　
８
億
９
１
０
９
万
５

　
千
円
（
う
ち
交
付
金
４
億
６
１

　
４
６
万
５
千
円
）

・
単
独
事
業
費
　
８
２
０
０
万
円

そ
の
他
の
町
の
取
り
組
み

公
共
下
水
道
事
業
の
普
及
促
進
　

助
成
制
度

　
下
水
道
に
早
期
接
続
を
行
お
う

と
す
る
受
益
者
に
対
し
特
別
奨
励

金
を
交
付
し
ま
す
。

不
法
投
棄
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
の
　

実
施

　
平
成
　
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

１３

る
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
を
継
続

的
に
実
施
し
ま
す
。

ビ
オ
ト
ー
プ
の
設
置

　
手
作
り
の
学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
を

整
備
し
、
子
ど
も
た
ち
が
町
古
来

の
自
然
を
知
り
、
自
ら
観
察
す
る

こ
と
に
よ
り
、
生
き
物
を
慈
し
む

心
と
豊
か
な
水
辺
環
境
の
大
切
さ

を
学
習
す
る
場
と
し
て
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

子
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
の
支
援

　
自
然
環
境
活
動
へ
の
積
極
的
参

加
や
、
地
球
環
境
問
題
へ
の
意
識

高
揚
を
図
る
た
め
、
子
ど
も
エ
コ

ク
ラ
ブ
を
支
援
育
成
し
ま
す
。

「水辺環境」再生計画
　 が認定される
「水と緑豊かな活力ある　　

　　　　明和町」を目指して

水質浄化センター・最終沈殿池増設か所

「水辺環境」再生計画区域



ZOOM UP 人

（３）広報めいわ　平成１８年６月１０日

わ
い
性
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
知
事
賞
受
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
石
橋
幸
一
郎
さ
ん
（
上
江
黒
）

    第
　
回
県
花
品
評
会
（
県
、
県
園
芸
協

５４

会
等
主
催
）
に
お
い
て
、
石
橋
幸
一
郎
さ

ん
（
上
江
黒
）
が
出
展
さ
れ
た
「
わ
い
性

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
が
、
め
で
た
く
最
高

賞
の
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
県
花
品

評
会
知
事
賞
は
、
県
内
各
地
か
ら
生
産
者

自
慢
の
バ
ラ
や
ア
ジ
サ
イ
、
洋
ラ
ン
な
ど

１
７
４
点
の
作
品
が
出
展
さ
れ
て
審
査
を

行
い
、
そ
の
中
で
最
も
優
秀
な
作
品
に
贈

ら
れ
る
賞
で
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
受
賞

者
の
石
橋
さ
ん
に
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　
石
橋
さ
ん
と
花
 卉
 栽
培
の
出
会
い
は
昭

き

和
　
年
　
歳
の
と
き
。
そ
の
こ
ろ
、
花
卉

３５

２４

栽
培
組
織
「
千
津
井
ク
ラ
ブ
」（
千
津
井
・

上
江
黒
地
区
の
　
人
で
発
足
）
が
発
足
す

１７

る
こ
と
を
機
に
参
加
し
た
こ
と
が
始
ま
り

だ
そ
う
で
す
。

　
当
時
の
石
橋
さ
ん
は
、
農
業
に
は
従
事

し
て
い
た
と
は
い
え
花
卉
栽
培
は
ま
っ
た

く
の
初
心
者
。
栽
培
方
法
を
学
ぶ
た
め
に

東
京
の
栽
培
農
家
に
通
っ
て
指
導
を
受
け

た
り
、
仲
間
と
一
緒
に
岐
阜
や
長
野
に
視

察
に
出
か
け
、
研
修
を
重
ね
た
そ
う
で
す
。

「
栽
培
を
は
じ
め
た
こ
ろ
、
東
京
の
市
場

に
売
り
に
出
し
た
と
き
に
厳
し
い
洗
礼
を

受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
よ
」
と
当
時

の
こ
と
を
振
り
返
り
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
わ
い
性
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
そ
も
そ

も
シ
ク
ラ
メ
ン
の
裏
作
と
し
て
昭
和
　
年
５５

ご
ろ
か
ら
栽
培
が
始
ま
り
、
今
回
受
賞
し

た
品
種
は
「
オ
ー
ド
リ
ー
」
と
呼
ぶ
新
品

種
。
毎
年
新
品
種
の
栽
培
に
意
欲
的
な
石

橋
さ
ん
は
、
種
苗
会
社
と
協
力
し
て
新
品

種
を
数
種
類
試
験
的
に
栽
培
を
続
け
て
き

た
と
の
こ
と
で
「
オ
ー
ド
リ
ー
」
は
２
年

目
の
栽
培
だ
そ
う
で
す
。

　
石
橋
さ
ん
は
「
み
ん
な
で
努
力
し
た
結

果
で
す
。
特
に
肥
培
管
理
の
指
導
を
受
け

る
こ
と
で
今
年
は
良
い
花
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
客
さ
ん
に
喜
ば
れ
る
よ
う

な
、
花
も
ち
が
良
く
色
あ
せ
な
い
花
を
、

種
苗
会
社
と
研
究
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
新
品
種
栽
培
の
思
い
を
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

受賞したわい性カーネーション（オードリー）を手にする石橋さん



　　　　　           　　　　          役場の出来事、話題をお届けします。

（４）

　
町
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
か

た
を
表
彰
す
る
平
成
　
年
町
政
功

１８

労
者
表
彰
式
が
５
月
　
日
、
役
場

２６

会
議
室
で
行
わ
れ
、
恩
田
町
長
か

ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
前
町
長
の
斎
藤
憲
さ

ん
、
前
助
役
の
江
原
勉
さ
ん
、
前

収
入
役
の
浦
野
和
夫
さ
ん
、
町
議

会
議
員
の
堀
口
武
德
さ
ん
、
前
教

育
委
員
会
委
員
の
鯉
沼
寛
治
さ
ん
、

前
体
育
指
導
委
員
の
武
井
英
夫
さ

ん
の
６
人
で
す
。

　
受
賞
者
の
皆
さ
ん
は
、
長
年
に

わ
た
り
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
地
域

社
会
の
発
展
と
町
民
福
祉
の
増
進

に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
の
体
育
振
興
に
寄
与
さ
れ
た

か
た
が
た
を
表
彰
す
る
町
体
育
協

会
表
彰
が
５
月
　
日
、
役
場
会
議

１１

室
で
行
わ
れ
、
体
育
協
会
長
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
者
は
　
人
で
、
各

１６

種
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
、
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬

称

略
）

【
競
技
優
秀
者
】
　
　

富
塚
雅
之
（
中
谷
）
　
第
　
回
群

２９

馬
県
小
学
生
総
合
体
育
大
会
体

操
競
技
　
３
部
ゆ
か
　
第
１
位

内
田
美
希
（
新
里
）
  Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
夏
季
水
泳

競
技
大
会
　
歳
以
下
女
子
　
ｍ

１０

５０

自
由
形
　
第
１
位

内
田
有
紀
（
新
里
）
  Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
夏
季
水
泳

競
技
大
会
　
～
　
歳
女
子
２
０

１１

１２

０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
　
第
５

位
早
瀬
　
蒼
（
中
谷
）
  第
　
回
全
国

１０

少
年
少
女
選
抜
レ
ス
リ
ン
グ
東

京
大
会
１
～
２
年
の
部
　
㎏
級

２２

　
第
３
位

早
瀬
　
茜
（
中
谷
）
 　
第
　
回
関

１４

東
甲
信
越
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン

グ
大
会
小
学
生
３
～
４
年
生
女

子
の
部
　
㎏
級
　
第
１
位

２４

荒
川
愛
奈
美
（
新
里
）
  第
　
回
関

１４

東
甲
信
越
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン

グ
大
会
小
学
生
３
～
４
年
生
女

子
の
部
　
㎏
級
　
第
３
位

２８

富
塚
拓
也
（
中
谷
）
 第
　
回
関
東

３２

高
等
学
校
選
抜
レ
ス
リ
ン
グ
大

会
個
人
対
抗
の
部
　
㎏
級
　
第

６０

３
位

鯉
沼
義
朗
（
大
佐
貫
）
 第
　
回
国

６０

民
体
育
大
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
ボ
ー
ト
競
技
男
子
舵
手
付

ク
ォ
ド
ル
プ
ル
　
第
２
位

江
森
万
里
（
梅
原
）
  第
　
回
国
民

６０

体
育
大
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

ボ
ー
ト
競
技
男
子
舵
手
付
ク
ォ

ド
ル
プ
ル
　
第
２
位

【
功
労
者
表
彰
】

武
井
英
夫
（
南
大
島
）
 ７
期
　
年
１４

本
会
副
会
長
と
し
て
尽
力

【
感
謝
状
】

折
原
昭
三
郎
（
大
佐
貫
）
  ６
期
　１２

年
本
会
理
事
と
し
て
尽
力

吉
永
五
三
次
（
梅
原
）
  ５
期
　
年
１０

本
会
理
事
と
し
て
尽
力

原
島
重
夫
（
上
江
黒
）
  ７
期
　
年
１４

本
会
指
導
部
員
と
し
て
尽
力

瀧
口
清
郎
（
田
島
）
  ７
期
　
年
本

１４

会
指
導
部
員
と
し
て
尽
力

荒
井
玉
枝
（
須
賀
）
  ５
期
　
年
本

１０

会
指
導
部
員
と
し
て
尽
力

恩
田
　
正
（
梅
原
）
 ４
期
８
年
本

会
指
導
部
員
と
し
て
尽
力

謝辞を述べる斎藤さん

 
受

賞

者

の

皆

さ

ん
 
 

（大輪）・６７歳
斎藤　憲さん

（館林市）・７１歳
江原　勉さん

（新里）・６５歳
堀口武德さん

（川俣）・５６歳

鯉沼寛治さん
（南大島）・６３歳

武井英夫さん

浦野和夫さん
（新里）・７３歳

町
政
功
労
者
表
彰

 長
年
町
政
発
展
に
尽
力

町
体
育
協
会
表
彰

 競
技
優
秀
者
ら
　
人
を
表
彰

１６

・
前
助
役
　
平
成
９
年
　
月
～
　

１０

１７

　
年
７
月

・
前
教
育
委
員
会
委
員
　
平
成
５

　
年
　
月
～
　
年
９
月

１０

１７

・
町
議
会
議
員
　
平
成
　
年
８
月

１１

　
～
現
在
（
副
議
長
職
含
む
）

・
元
統
計
調
査
員
　
平
成
４
年
４

　
月
～
８
年
３
月

・
元
交
通
指
導
員
　
昭
和
　
年
４

５６

　
月
～
　
年
３
月

６０

・
元
消
防
団
長
　
昭
和
　
年
４
月

５２

　
～
　
年
３
月

５４

・
元
消
防
団
副
団
長
　
昭
和
　
年
４６

　
４
月
～
　
年
３
月

５２

・
元
消
防
団
分
団
長
　
昭
和
　
年
４５

　
４
月
～
　
年
３
月

４６

・
前
体
育
指
導
委
員
　
昭
和
　
年
６１

　
４
月
～
平
成
　
年
３
月

１８

・
前
町
長
　
平
成
元
年
７
月
～
　１７

　
年
７
月

・
元
議
員
　
昭
和
　
年
８
月
～
平

５４

　
成
元
年
７
月
（
議
長
職
含
む
）

・
前
収
入
役
　
平
成
　
年
６
月
 　

１２

　
～
　
年
７
月

１７



町政INFORMATION

（５）広報めいわ　平成１８年６月１０日

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
「
は

じ
ま
り
の
会
」
が
こ
の
ほ
ど
、
元
幼

稚
園
の
遊
戯
室
で
開
か
れ
、
会
場

に
は
、
子
育
て
を
し
て
い
る
　
組
７０

の
親
子
が
参
加
し
、
施
設
利
用
の

説
明
を
受
け
た
後
、
手
遊
び
、
歌

な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
催
し
を
子
ど

も
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
こ
ど

も
園
の
年
中
組
の
園
児
た
ち
　
人
７９

に

よ

る

特

別

参

加

が

あ

り

「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」
や
「
こ
い
の
ぼ

り
」「
む
す
ん
で
ひ
ら
い
て
」
を
元

気
よ
く
歌
っ
て
披
露
し
ま
し
た
。

手
遊
び
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
参
加
し

た
親
子
は
歌
に
合
わ
せ
て
手
遊
び

を
楽
し
み
な
が
ら
親
子
の
ふ
れ
あ

い
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
じ
め
て
参
加
し
た
か
た

は
「
近
所
に
は
同
じ
年
ご
ろ
の
子

ど
も
が
い
な
い
の
で
ま
た
来
た
い

と
思
っ
て
ま
す
。
同
じ
子
育
て
を

す
る
お
母
さ
ん
た
ち
と
話
し
合
え

る
の
で
あ
り
が
た
い
で
す
ね
」
と

笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
じ
ま
り
の
会

 マ
マ
の
笑
顔
は
子
ど
も
の
元
気

子育て支援センターで交流を深める皆さん

４案件承認可決
第１回町議会臨時会

防犯灯３０基を寄附
東京電力㈱より

    第１回町議会臨時会は、５月１９日の会期１日間で開

かれ、いずれも原案どおり承認可決されました。その

主な内容は次のとおりです。

１．平成１８年度町土地開発公社予算の報告

・収益的収支　収入３４２千円、支出１,４１６千円、資本 

　的収支　収入１千円、支出２千円

２．専決処分の承認

・地方税法の一部を改正する法律及び所得税法等の一

　部を改正する法律が４月１日より施行となったこと

　に伴い明和町税条例の一部を改正しました。

３．専決処分の承認

・明和町国民健康保険税条例の一部を改正しました。

４．館林市外５町障害程度区分認定審査会の共同設置

　規約に関する協議

・障害者および障害児が、その能力や適正によって自

　立した社会生活を行えることを目的とした法律「障害

　者自立支援法」に基づき「障害福祉サービス及び障

　害福祉サービス事業」が実施されることに伴う事務事

　業を共同で設置、運営するため規約を定めました。

議案説明をする町長

　東京電力㈱群馬支店太田支社は５月１８日、町長室

を訪れ、子どもたちへの犯罪が増える中、社会貢献活

動の一環として、明るく住みよい街づくりのために役

立ててくださいと、３０基の防犯灯（蛍光灯２０Ｗタイ

プ）を寄附されました。

　町では寄附に感謝するとともに、町の防犯対策事業

の伸展に寄与するものとして、町長より感謝状が手渡

されました。防犯対策に役立つご寄附ありがとうご

ざいました。　

防犯灯を手渡される恩田町長

  わ
く
わ
く
広
場
　

　
開
放
日
　
月
・
金
曜
日

　
利
用
時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
３
時
　
分

１０

３０

　
ま
で
（
一
般
利
用
が
可
能
な
日
で
す
）

  ふ
れ
あ
い
広
場
　

　
利
用
日
　
０
歳
児
は
火
曜
日
、
１
歳
児
は

　
水
曜
日
、
２
歳
児
は
木
曜
日

　
利
用
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午
ま
で

１０

  育
児
相
談
　

　
午
前
９
時
　
分
～
午
後
３
時
　
分

３０

３０

　【
問
】
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
こ
ど
も

　
園
内
）　
　
　
　
　
  　
　
緯
　
７
７
１
１

（８０）

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
利
用
案
内
　

　
５
月
　
日
、
矢
島
公
民
館
で
健

１９

康
づ
く
り
・
介
護
保
険
出
前
講
座

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
は
、
検
診
や
介
護
保

険
制
度
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
希
望
す
る
団
体
や
行

政
区
の
も
と
へ
伺
い
説
明
す
る
も

の
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
矢
島
・
入
ケ
谷
老

人
ク
ラ
ブ
（
金
子
侚
五
会
長
）
か

ら
の
希
望
で
開
か
れ
た
も
の
で
、
金

子
会
長
は
「
健
康
は
、
な
に
よ
り

の
宝
。
健
康
や
介
護
予
防
の
話
を

聞
い
て
、
身
体
と
脳
を
健
康
に
し

ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
講
座
で
は
、
町
の
保
健
師
が
健

診
の
大
切
さ
や
見
直
し
さ
れ
た
介

護
保
険
制
度
な
ど
を
説
明
。
参
加

し
た
　
人
の
か
た
が
た
は
、
熱
心

４０

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

出
前
講
座

 健
康
は
な
に
よ
り
の
宝

説明を真剣に聞き入る皆さん



　　　　　           　　　 学校、職場、地域の話題を紹介するコーナーです。

（６）

　利根川総合運動場周辺の一斉クリーン作戦が５月

７日、町体育施設利用団体協議会３５団体、２５５人が

参加して利根川総合運動場周辺で行われました。

　同団体では、自分たちで町のスポーツ施設をきれ

いにしようと毎年開催。子どもからお年寄りまでの

参加者は、それぞれビニール袋を片手に、各団体別

に分かれて清掃活動を実施。総合運動場周辺の河川

敷に捨てられた、空き缶、空き瓶、雑誌等たくさん

のごみを拾い集め、約１時間ほど清掃活動に取り組

み、環境美化のために汗を流しました。

自分たちで施設をきれいに
体育施設利用団体協議会

　河川敷の清掃活動に汗を流す参加者

　このほど、町ゲートボール協会では、地域の安全

を守るために「赤いハートマーク」を帽子や胸に着

装し、地域の防犯のための活動を行っています。

　この活動は「ハートおじさん」「ハートおばさん」と

呼び、子どもたちとのあいさつ励行や登下校時の監

視、不審者等に対する警戒等を行う活動です。　　

　ゲートボールの練習場への行き帰りや、練習の合

間には周辺に監視の目を向け、子どもたちを犯罪や

事故から守り、安全で安心なまちづくりのために防

犯活動の一環として行われています。

　地域の防犯を監視する赤いハートマーク

水質管理センターを見学する児童

　５月１０日、東小学校４年生２３人が授業の一環で、

南大島浄水場および明和水質浄化センターの２か所

を見学しました。

　訪れた児童は、浄水場管理棟や高さ３０ｍの配水

塔に登り見学。そして今年から初めて、明和水質管

理センター施設の中に入り、汚水がどのように浄化

されるのかを学習しました。

上・下水道施設を見学
東小学校４年生

子どもたちでにぎわう海洋センター

　５月５日、海洋センターでは国民の祝日「子ども

の日」を記念して無料開放（中学生以下）が行われ

ました。

　今年のゴールデンウィークは連日天候に恵まれ、

絶好のスイミング日よりとなりました。プールに

は朝から大人・子どもらが訪れ、３００人余の来館者

でにぎわっていました。

子どもの日無料開放
B&G海洋センター

ハートマークは児童を守ります
ゲートボール協会



TOPICSTOPICS

（７）広報めいわ　平成１８年６月１０日

　全校生徒で体育館の用具を搬出

　このほど、明和中学校の体育館が建て替えられる

ことに伴い、生徒３２０人が総出で館内に置いてある

数々の体育用具や備品等を、社会体育館や旧役場物

置等へ移す引越作業が行われました。

　同体育館は、昭和３９年に完成し、学生や町民たち

の活動の場として親しまれてきましたが、新体育館

建設のため長い歴史を閉じることになりました。

生徒総出で体育館用具を搬出
明和中学校

　左から吉岡さん、谷津さん、戸松さん

　５月２５日、老人福祉センターカラオケ大会が同

センターで開かれ、３２人の出演者は、自慢ののどを

披露しました。

　この大会は、心の通う「福祉の町づくり」を目的

に毎年行われています。今回の優勝は、新里の谷津

照子さん、準優勝は中谷の戸松次郎さん、３位は中

谷の吉岡ゆき子さんでした。　

３２人が自慢ののどを披露
老人福祉センターカラオケ大会

　５月１４日、館林交通安全協会主催の「交通少年団

合同交通安全体験教室」が、館林市高根町の館林自

動車教習所で開かれました。

　これは、交通少年団を一同に集め、交通安全に関

わる知識などを体得し、体験を通して、子どもの交

通事故防止に役立てていただくことが目的に、今回

初めて行われたものです。

　館林警察署管内の小学校交通少年団、明和東小・

明和西小・館林５小・板倉北小の代表２９人は、３班

に分かれ、車速や停車距離、飛び出しの危険性など

を学びました。

　子どもたちは、実際に教習車に乗って見通しの悪

い交差点で、自転車の飛び出し事故の疑似を体験。

また、５０キロの速度で走っている自動車が急ブ

レーキをかける実験では、完全に停止するまで３０

メートル以上進んでようやく止まる様子に驚きの声

を上げていました。

　疑似体験をした子どもたちは「本当に怖かった。

自転車が急に飛び出したら、車はどうにもならない

ことが分かった。これからは自転車を乗る時、気を

つけようと思いました」と一時停止や左側通行など

交通ルールの大切さを実感したようでした。

上　事故の原因などを確認

　　する子どもたち

交通ルールの大切さを実感
交通少年団合同交通安全体験教室

左　自転車の飛び出し事故

　　を疑似体験



中央公民館、社会体育館、海洋センター、ふるさと産業文化館・図書館の情報や話題を紹介するコーナーです。

図書館から今月の新刊案内B kOO
      図 書 館 情 報

●開館時間

　午前９時３０分～午後６時１５分

●ご利用方法

・本や視聴覚資料を借りるときは  

　図書利用カードが必要です。

・この利用カードは他人に貸さな

　いで、大切にしてください。

・この利用カードを無くしたかた、

　拾ったかた、住所や電話番号が

　変わったかたはお知らせくださ

　い。

【問】図書館　緯８４―５５５５

なかま

（８）

７月ごよみ
 土 金 木 水 火 月 日

  1            

  8  7  6  5  4  3  2

 15 14 13 12 11 10  9

 22 21 20 19 18 17 16

 29 28 27 26 25   

　　　　　　は休館日

２４
３１

２３
３１３０

木曜会の皆さん

代表　立川ツヤ子

今
夜
は
心
だ
け
抱
い
て

　大人は完璧ではない。若さを取り戻せば、人生
に失敗しないと言い切れるだろうか？

　
　
　
　
　
　
　
　
著
者
・
唯
川
　
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
著
者
・
村
上
　
龍

◇一般書◇児童書
　仲良しだったコジマとキジマ。やがて二人は別
の道を歩むようになるが、幼いころ、森に住む老
人に聞いた「盾、シールドが必要だ」という謎の
言葉は決して忘れなかった。

盾
（
シ
ー
ル
ド
）

木　曜　会

　
毎
月
第
１
・
３
の
木
曜
日
に
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
広
間
の
舞
台
で
、

先
生
の
ご
指
導
に
よ
り
民
舞
、
新
舞

踊
の
お
け
い
こ
を
重
ね
、
公
民
館
ま

つ
り
・
文
化
祭
等
に
参
加
し
、
楽
し

ん
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
も
歳
を
重
ね
少
数
に
な
り
、

尚
優
雅
に
踊
る
こ
と
も
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
心
豊
か
に
と
前
向
き

に
、
毎
月
２
回
、
な
か
ま
と
の
出
会

い
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 【活動】毎月第１・３木曜日（午前

１０時～午後１時ごろ）に老人福祉
センターで踊っていますので興味
のあるかたはぜひ一度見学にいら
してください。

「なかま」は町内で活動しているサー

クル・団体を紹介しています。

　図書館電算システム入れ替えのため、次のとおり休館

させていただきます。

★期間　７月４日（火）～７月９日（日）

　期間中の返却は、ふるさと産業文化館窓口にて受付し

ます。皆さんには大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解

のうえ、ご協力をお願いします。

図書館臨時休館のお知らせ



Event
Book
News
Information
まなびの掲示板

E tven

（９）広報めいわ　平成１８年６月１０日

◇日時　７月２３日（日）１部 午前１１時～午後１２時

５０分、２部 午後２時～午後３時５０分

◇場所　ふるさと産業文化館

◇対象者　町内在住

◇入場料　無料（全席自由）　ただし、入場整理券

が必要となります

◇申し込み　６月２４日（土）から、ふるさと産業文化

窓口で入場整理券を配布（月曜日の休館日を除く、

午前８時３０分～午後６時）

　　　　　【問】ふるさと産業文化館   緯（８４）５５５５

算これからのイベント 算スポーツ結果
第３０回パパさん壮年ソフトボー

ル大会

◇優　勝　フラップ

◇準優勝　明和パワーズ

　第２３回県民スポーツ祭オープニング大会が５月２８日、

前橋市の県総合スポーツセンターを会場に開催されました。

　この大会は、県民スポーツ祭として年間を通じて開催さ

れる各種大会のオープニングを飾る大会として、全市町村

からの参加を得て、県民一人ひとりのスポーツ等への参加

意欲を喚起し「スポーツ県群馬」を推進に資することを目的

に毎年実施しています。

　本町からは５２人が参加。大会当日はあいにく雨だった

ため、同センターで綱引きと自由参加種目インディアカの２

種目が行われ、熱戦が繰り広げられました。

県民スポーツ祭オープニング大会

日ごろの成果を発揮して

映画「２００６　ドラえもん」　　

　熱戦を繰り広げる、ひまわりチーム「インディアカ」

梅原・須賀支部合同

チームが、かけ声に

合わせて「綱引き」

　入場行進する選手の皆さん



歯
な

い

よ

健康

福祉

health&welfare

虫

（１０）

片島 琉哉 くん
りゅうや

鯉沼 果鈴 ちゃん
かりん

（大佐貫）（新里）

３
歳
児
健
診
で
虫
歯
の
な
い
子

古屋 拓海 くん
たくみ

横塚 詩結 くん
しゅう

（矢島） （南大島）

　
近
年
、
生
活
習
慣
病
と
呼
ば
れ

る
高
血
圧
、
高
脂
血
症
、
糖
尿
病

な
ど
に
か
か
る
人
が
全
国
的
に
増

加
し
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
を

引
き
起
こ
す
原
因
の
一
つ
と
さ
れ

る
肥
満
は
、
単
に
体
重
が
多
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
体
に
脂
肪

組
織
が
過
剰
に
蓄
積
し
た
状
態
の

こ
と
を
言
い
ま
す
。
町
が
行
っ
て

い
る
す
く
す
く
５
歳
児
健
康
診
査

の
結
果
（
グ
ラ
フ
１
）
な
ど
を
見

て
も
、
肥
満
度
　
％
以
上
の
人
の

１５

割
合
が
年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
生
活
習
慣
病
に

な
ら
な
い
よ
う
に
肥
満
の
予
防
や

改
善
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
肥
満
傾
向
の
あ
る
子
ど
も

た
ち
（
肥
満
度
　
％
以
上
）
で
は
、

２０

表
１
の
よ
う
に
異
常
の
な
か
っ
た

標
準
群
に
比
べ
る
と
、
最
高
血
圧

の
平
均
値
が
境
界
域
高
血
圧
で
あ

る
こ
と
、
中
性
脂
肪
が
高
く
、
動

脈
硬
化
指
数
の
高
値
が
分
か
り
ま

す
。
こ
の
状
態
は
、
内
臓
脂
肪
が

蓄
積
し
や
す
く
動
脈
硬
化
が
進
行

す
る
可
能
性
が
高
い
状
態
に
あ
り

ま
す
。

　
食
事
内
容
を
調
べ
て
み
る
と
、

夕
食
の
お
か
ず
で
は
、
唐
揚
げ
や

フ
ラ
イ
な
ど
の
揚
げ
物
の
回
数
が

多
い
こ
と
、
ご
飯
を
お
か
わ
り
し

て
食
べ
る
こ
と
、
カ
レ
ー
・
パ
ス

タ
・
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
な
ど
の
高
脂

肪
、
軟
食
を
好
む
傾
向
に
あ
り
ま

し
た
。
肥
満
の
多
く
は
、
過
食
と

運
動
不
足
が
原
因
で
す
。
食
事
の

量
に
対
し
て
、
日
常
の
活
動
量
や

運
動
量
が
少
な
い
た
め
、
余
っ
た

栄
養
分
が
体
脂
肪
と
し
て
過
剰
に

蓄
積
さ
れ
て
肥
満
に
な
り
ま
す
。

体
脂
肪
と
は
、
皮
下
脂
肪
と
内
臓

脂
肪
の
こ
と
で
す
。
特
に
内
臓
脂

肪
が
多
い
と
血
液
中
の
コ
レ
ス
ト

ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
の
量
が
増
え
、

動
脈
硬
化
が
促
進
さ
れ
高
血
圧
を

招
き
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
な
ど

の
死
に
い
た
る
病
気
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

生
活
習
慣
病
の

原
因
と
な
る
肥
満

病気の引き金となる３つの要因

【生活習慣要因】

　食習慣・運動習慣・休養

※この「生活習慣要因」が大きく関係する病

気が「生活習慣病」

肥
満
は
生
活
習
慣
病
の
も
と

バ
ラ
ン
ス
良
い
食
事
と
運
動
で
肥
満
解
消

生
活
習
慣
病
の
芽
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
育
ち
始
め
て
い
ま
す
。乳
幼
児
の
段
階
か
ら
、
食
べ
物
の
好
き
嫌
い
を
減

ら
し
た
り
、も
っ
と
外
遊
び
を
増
や
し
て
運
動
不
足
を
解
消
す
る
な
ど
、で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
生
活
習
慣
の
改
善
に

着
手
し
、生
活
習
慣
病
の
芽
を
つ
み
と
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
す
原
因
の
一

つ
と
言
わ
れ
る
肥
満
。今
月
号
で
は
、肥
満
の
予
防
や
改
善
方
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

グラフ１ 肥満(１５％以上）の人の割合



健康や福祉に関することは…

役場保健福祉課

緯(84) 3113

（１１）広報めいわ　平成１８年６月１０日

　
体
脂
肪
を
減
ら
す
に
は
、
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
食
事
と
、
適
度
な
運

動
を
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

食
事
で
は
、
食
べ
過
ぎ
に
注
意
し

な
が
ら
、
品
数
を
多
く
食
べ
る
よ

う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
食
事
制

限
に
よ
る
極
端
な
減
量
は
、
す
ぐ

に
体
重
が
戻
り
や
す
く
、
リ
バ
ウ

ン
ド
を
起
こ
し
が
ち
で
す
。
ま
た
、

運
動
で
は
、
週
３
回
ぐ
ら
い
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
、　

分
以

２０

上
歩
き
、
軽
く
汗
ば
む
程
度
が
効

果
的
で
す
。
こ
の
ほ
か
買
い
物
は

徒
歩
で
歩
い
た
り
、
テ
レ
ビ
の
リ

モ
コ
ン
は
使
わ
な
い
な
ど
、
歩
く

習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
に
ぜ
ひ

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
は
、

生
活
習
慣
病
の
芽
は
子
ど
も
の
こ

ろ
か
ら
育
ち
始
め
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
太
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、

運
動
不
足
の
解
消
と
あ
わ
せ
て
食

生
活
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
く
だ

さ
い
。
ま
ず
は
、
肥
満
を
防
ぐ
日

常
生
活
の
コ
ツ
６
か
条
で
自
分
た

ち
の
生
活
を
見
直
し
、
で
き
る
こ

と
か
ら
実
行
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

休日当番医

～必ず電話してから受診してください～

保健福祉ガイド

《乳幼児健診》

▼日　時　７月１３日(木)
　　　　　　午後１時～午後２時受付

▼場　所　保健センター

▼対象者　１６年７月、１７年７・９・１２月、１８年３月生
《健康相談》

▼日　時　７月４日(火)
　　　　　　午前９時３０分～午前１０時３０分受付

▼場　所　保健センター

▼対象者　乳幼児・成人

《高脂血症予防教室》
◇日時　７月１０日（月）、８月８日（火）、９月１５日（金）、１０月２日
　（月）の４回コース　午前１０時～午後３時ごろ（内容により
　変更があります）
◇場所　役場、中央公民館、保健センター
◇内容　講演、調理実習、実技（ストレッチ等）、その他
《高血圧予防教室》
◇日時　７月２４日（月）、８月２４日（木）、９月２８日（木）、１０月
　２６日（木）の４コース　午前１０時～午後３時ごろ（内容によ
　り変更があります）
◇場所　役場、中央公民館、保健センター
◇内容　講演、調理実習、実技（ストレッチ等）、その他 
※各教室とも、参加ご希望のかたは、６月３０日（金）までに保
健福祉課へお申し込みください。
　　　　　　　　　　　　　　【問】保健福祉課　緯（８４）３１１３

館林邑楽全地区館　林
明　和
千代田

期　日
耳鼻科

小児科
内　科

外科内科

板倉耳鼻
(80)4333

小林内科
(88)8278

館林医院
(74)2112

後藤内科
(72)0134

館林地区と同じ
６月２５日
（日）

小倉医院
(72)0606

さくらｸﾘﾆｯｸ
(72)3855

慶友整形
(72)6000

うえの医院
(72)3330

館林地区と同じ
７月２日 
（日）

川田耳鼻
(72)3314

たけい小児科
(76)2525

海宝病院
(74)0811

安楽岡医院
(72)0572

小西医院
(86)2261

 ７月９日  
（日）

川村耳鼻
(72)1337

横田医院
(72)0255

岡田整形
(72)3163

横田胃腸外科
(72)4970

館林地区と同じ
７月１６日
（日）

害
益田小児科
(62)5535

川島脳外
(75)5511

記念病院
(72)3155

害
７月１７日
（月）

　◇緊急　館林厚生病院　(７２)３１４０　　
　　　　　（内科・外科）
　◇夜間　夜間急病診療所　(７３)２３１３
　　　　　午後７時～１０時(土・日、祝日
　　　　　　を除く)
　　　　　内科・小児科(要電話確認）

歯　科

館林邑楽歯科保健医療センター

(７３)８８１８

午前９時～正午・午後１時～３時

○内科(小児科の診療もできます）・外科の診療時間は、午前９時～午後５時
○耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時
○救急テレホンサービス緯(７３)５６９９：受診可能病院を紹介しています

飯田 結莉乃 ちゃん
ゆりの

田口 百麗 ちゃん
ゆらら

（大輪） （大輪）

相談

お知   
  らせ

体
脂
肪
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う

①食事は１日３回規則正しくとり、食べ過ぎに注意
　する。
②おやつは決まった時間に与え、量は控えめにする。
③あめ、缶ジュースなどの甘いもの、スナック菓子
　などの塩分の多いものを控える。
④戸外に連れ出して十分遊ばせる。
⑤室内でもからだを動かす機会を増やす（簡単な手
　伝いをさせるなど）。
⑥子どもの成長の様子を記録する（母子健康手帳の
　記録欄などを活用）。

日常生活のコツ６か条



（１２）

No,５

地区　矢島　　星座　やぎ座　　血液型　ＡＢ型

趣味　パソコン　仕事　会社員

渋澤　 健輔 
け ん す け

さん　（２０歳）

１歳１か月　男の子
Ｈ１７年４月２６日生まれ

坂上　 翔琉 
かける

「健康第一捲すてきな

笑顔使翔琉は未来の

金メダリスト」

（パパとママより）

くん

１歳　男の子
Ｈ１７年５月３０日生まれ

「あお君の笑顔、大好

き使だよ捲すくすくと

元気に育ってね」

（パパとママより）

くん角田　 葵 
　あおい

好きな食べ物　　　　魚、肉

好きな言葉　　　　　希望

好きな映画　　　　　ハリーポッター

好きな歌　　　　　　「桜」「水・陸・そら、無限大」

好きなアーティスト　コブクロ、１９

心掛けていること　　健康

行ってみたい場所　　ニュージーランド

休日の過ごし方　　　父の仕事の手伝い

理想の女性　　　　　年上の人

町への一言　　　　　コンビニを増やしてほしい



ぶ

げ

ん

い

Photo Snap

（１３）広報めいわ　平成１８年６月１０日

遠
富
士

 吾
 が
姿
気
付
か
ぬ
枝
の
群
す
ず
め
枯
葉
の
如

わく
動
く
と
も
な
き
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
本
み
ね
子

開
通
の
橋
の
真
中
に
見
て
 佇
 ち
ぬ
蛇
行
の
利

た

根
の
 永
久
 の
力
を
　
　
　
　
　

と

わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
口
美
津
子

シ
ー
ト
外
せ
ば
今
に
も
動
か
ん
糸
繰
機
光
り

て
並
ぶ
富
岡
製
糸
場
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
田
　
初
江

春
爛
漫
の
桜
を
見
上
げ
風
よ
雨
よ
除
け
て
通

れ
り
と
願
い
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
口
　
文
江

さ
ざ
ん
か
や
椿
桜
の
花
待
ち
て
木
の
根
を
ほ

ぐ
し
寒
肥
を
 播
 く
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泉
田
　
政
子

庭
の
松
の
花
芽
若
枝
針
葉
が
烈
風
に
踊
る
童

の
如
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奈
良
　
照
子

　可燃ごみ収集袋が変わったようですが、以前のごみ袋に比べて

　非常に破れやすくて困ります。ごみ収集袋を見直していただけ

ないでしょうか。　　　　　　　　　　　　　　　        （中谷・男性）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　  　　

　町では、４月からごみ袋のデザインと厚さを変更いたしました。

　ごみ袋の厚さの変更理由は、年々増加する可燃ごみの減量化対

策として「ごみの量を減らす」ということを重要と考え実施したものです。

　なお、変更後のごみ袋の厚さは、現在、県内の市町村で最も多く採用さ

れている厚さです。ご指摘のとおり、ごみ袋は高密度ポリエチレン製の

ため、伸縮性が少なく突起物により、破れやすいという欠点があります。

　現段階では、ポリエチレンの性状からこれを防止することができませ

んので、これを改善して強度を増すためには、従来以上の厚さが必要とな

ります。従いまして、ごみの減量化の観点からごみ袋の材質を厚くする

ことは考えておりません。ご利用の際は、突起物にご注意いただきなが

らご利用くださるようお願いいたします。

　また、今後も引き続き「ごみの適切な分別」について、ご協力くださる

ようお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　（環境課）

（
敬
称
略
）



INFORMATION

●町からのお知らせ
●くらし
●イベント情報

くらしの
     情報

明和町役場　緯（８４）３１１１

保健福祉課　緯（８４）３１１３

教育委員会　緯（８４）３１１５

（１４）

介
護
保
険
制
度
を
、
町
民
の
か
た

に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

出
前
講
座
（
個
別
住
民
説
明
会
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
出
前
講
座

を
希
望
さ
れ
る
団
体
ま
た
は
行
政

区
は
、
保
健
福
祉
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

【
問
】
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
３
１
１
３

（８４）

◇
教
室
日
程
　
７
月
　
日
　
、
８

１８

（火）

月
　
日
　
、
９
月
　
日
　
、　

１５

（火）

１９

（火）

１０

月
　
日
　
、
　

月
　
日
　
、　

１０

（火）

１１

１４

（火）

１２

月
　
日
　
、
平
成
　
年
１
月
　

１２

（火）

１９

１６

日
　
、
２
月
　
日
　

（火）

２０

（火）

◇
時
間
　
午
前
　
時
１０

◇
場
所
　
社
会
体
育
館

◇
申
し
込
み
　
保
健
福
祉
課
へ

【
問
】
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
３
１
１
３

（８４）

　
平
成
　
年
度
の
「
農
作
業
標
準

１８

賃
金
」
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
近
隣
市
町
の
動
向
、
さ

ら
に
は
農
作
業
の
価
格
等
を
総
合

的
に
勘
案
し
決
定
し
た
も
の
で
す
。

料
金
の
設
定
に
つ
い
て
は
昨
年
と

同
額
（
下
表
）
で
す
。
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
運
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
】
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
　
内
線
1
５
５

料金（円）作　業　内　容作 業 名

４,５００　一番うない水 稲 耕 起

３,５００　２番うない耕 起

６,０００　代 か き

１３,０００　耕起から代かきまで一貫で委託した場合耕 起 ～ 代 か き

６,０００　委託した場合代 か き の み

１４,０００　苗箱２０枚標準　一切受託者もち育 苗 （ 種 苗 ）

１０,０００　苗箱２０枚標準　種子、苗箱は委託者もち〃

６,０００　補植なし（端まわり、欠株の補植を除く）田 植 （ 機 械 植 ）

１９,０００　育苗～田植一切育 苗 ～ 田 植

平成１８年度明和町農作業標準料金表（１０アール当たり）料金（円）作　業　内　容作 業 名

１６,０００　刈り取り委託者宅まで運搬（結束は2,000円高）コンバイン刈り取り

２７,０００　
刈り取り、乾燥調整、委託宅まで届ける。廻り刈りを

含む一切（結束は2,000円高）
コンバイン一貫作業

１,５００　一俵当たり（生籾の場合）乾 燥 籾 摺 り 調 整

６００　一俵当たり（生籾の場合）籾 摺 り 調 整

７,０００　麦 作 業　 耕 起

４,５００　ドリル播（耕起・肥料・種子代は別）麦 作 業 施 肥 播 種

２,８００　麦 作 業 覆 土

１５,０００　麦 作 業 刈 り 取 り

２６,０００　刈り取りから乾燥調整麦 作 業 セ ッ ト

認
を
受
け
る
と
、
保
険
料
の
全
額

ま
た
は
半
額
が
免
除
さ
れ
ま
す
が

平
成
　
年
７
月
か
ら
、
新
た
に
４

１８

分
の
３
免
除
と
４
分
の
１
免
除
が

加
わ
り
所
得
に
応
じ
た
細
か
な
免

除
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
保
険
料
を
全
額
納
め
た
場
合

と
の
比
較
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
今
ま
で
全
額
免
除
の
継
続
申
請

を
し
て
い
る
か
た
を
除
き
、
６
月

で
承
認
期
間
が
終
わ
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
免
除
を
希
望
す
る
か
た

は
申
請
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
。

【
問
】
住
民
課

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
1
4
4

　
町
で
は
、
介
護
保
険
制
度
の
改

正
に
伴
い
、
新
し
く
改
正
さ
れ
た

　
農
業
者
の
代
表
を
選
ぶ
明
和
町

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
は
、
７
月

　
日
告
示
、
７
月
　
日
が
投
票
日

１８

２３

で
す
。

　
本
町
の
農
業
委
員
会
の
選
挙
に

よ
る
委
員
の
定
数
は
　
人
で
す
。

１５

農
業
委
員
の
選
挙
は
、
通
常
の
選

挙
と
違
っ
て
、
農
業
に
関
す
る
一

定
要
件
を
満
た
す
人
（
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ

た
人
）
の
み
が
選
挙
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
有
権

者
数
は
、
平
成
　
年
３
月
　
日
現

１８

３１

在
で
１
８
３
４
人
（
男
１
１
０
９

人
・
女
７
２
５
人
）
で
す
。

【
立
候
補
者
予
定
者
等
説
明
会
】

◇
日
時
　
６
月
　
日
　
　
午
後
１

２９

（木）

　
時
　
分
３０

◇
場
所
　
役
場
第
２
会
議
室

【
問
】
町
選
挙
管
理
委
員
会

　（
総
務
課
内
）　
　
内
線
２
１
２

　　
国
民
年
金
は
所
得
が
少
な
く
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
一
定
の
基
準
に
よ
り
保
険
料
が

免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
今
ま
で
前
年
度
の
所
得
が
一
定

基
準
以
下
の
場
合
、
申
請
し
て
承

国
民
年
金
保
険
料
の
免

除
制
度
が
変
わ
り
ま
す

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

の
お
知
ら
せ

介
護
保
険
出
前
講
座
の

お
知
ら
せ

農
作
業
標
準
賃
金
が
決

定
し
ま
し
た

免除期間についての年金額

（全額納めた場合と比べて）

保険料の免除割合

（残りの保険料を納めた場合）

３分の１全額免除

２分の１
４分の３免除

（４分の１納付）

３分の２
半額免除

（半額納付）

６分の５
４分の１免除

（４分の３納付）

保険料を全額納付した場合との比較表

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
開

催
の
お
知
ら
せ



くらしの情報

（１５）広報めいわ　平成１８年６月１０日

　
町
で
は
　
歳
以
上
の
か
た
を
対

６５

象
に
「
介
護
予
防
健
康
教
室
」「
す

こ
や
か
料
理
・
口
腔
ケ
ア
塾
」
を

開
催
し
ま
す
。

【
介
護
予
防
健
康
教
室
】

◇
教
室
日
程
　
７
月
７
・
　
日
　
、

２８

（金）

８
月
　
・
　
日
　
、９
月
　
・
　

１１

２５

（金）

１５

２９

日
　
、　
月
　
・
　
日
　
、　
月

（金）

１０

１３

２７

（金）

１１

　
日
　
・
　
日
　
、　
月
　

日

１０

（金）

３０

（木）

１２

１５

　
・
　
日
　
、平
成
　
年
１
月
　

（金）

２６

（火）

１９

１１

日
　
・
　
日
　
、
２
月
９
・
　
日

（木）

２６

（金）

２３

　
、３
月
９
・
　
日
　

（金）

２３

（金）

◇
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
午
後

３０

　
３
時

◇
場
所
　
社
会
福
祉
会
館

◇
申
込
期
限
　
６
月
　
日
　

３０

（金）

◇
申
し
込
み
　
保
健
福
祉
課
へ

【
す
こ
や
か
料
理
・
口
腔
ケ
ア
塾
】

◇
教
室
日
程
　
７
月
　
日
　
、
８

１２

（水）

月
３
日
　
、
９
月
　
日
　
、　

（木）

２５

（月）

１０

月
６
日
　
、　

月
８
日
　
、　

（金）

１１

（水）

１２

月
　
日
　
、
平
成
　
年
１
月

２０

（水）

１９

　
　
日
　
、
２
月
　
日
　
、
３
月

１９

（金）

２３

（金）

　
日
　

２３

（金）

◇
場
所
　
中
央
公
民
館
、
保
健
セ

ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
会
館

◇
申
し
込
み
　
随
時
（
開
催
日
の

２
週
間
前
ま
で
）
保
健
福
祉
課

へ

【
問
】
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
３
１
１
３

（８４）

　
 県
で
は
、
県
幹
部
職
員
と
膝
を

交
え
て
語
り
合
う
「
網
の
目
ト
ー

ク
を
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◇
開
催
期
間
　
７
月
　
日
　

３１

（月）

◇
開
催
時
間
　
２
時
間
程
度
予
定

◇
場
所
　
申
し
込
む
か
た
で
設
営

◇
対
象
　
　
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ

１０

◇
申
込
期
間
　
開
催
希
望
日
の
１

週
間
前
ま
で

【
問
】
館
林
行
政
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
４
４
１
５

（７２）

　
東
西
の
学
童
保
育
所
で
は
、
入

所
児
童
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
募
集
人
数
　
東
部
・
西
部
学
童

保
育
所
と
も
に
若
干
名

◇
対
象
児
童
　
保
護
者
の
就
労
等

に
よ
り
放
課
後
の
保
育
が
困
難

な
児
童
（
小
学
１
年
～
６
年
生
）

【
問
】
東
部
学
童
保
育
所
 

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
３
６
０
９

（７４）

　
　
  西
部
学
童
保
育
所
　

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
３
６
１
５

（８４）

　
食
品
衛
生
法
の
改
正
に
よ
り
、

原
則
と
し
て
、
す
べ
て
の
農
薬
に

残
留
農
薬
基
準
値
が
設
定
さ
れ
、

こ
の
基
準
値
を
超
え
て
農
薬
が
残

留
す
る
農
作
物
な
ど
は
、
流
通
が

禁
止
さ
れ
ま
す
。

　
収
穫
間
近
の
農
作
物
が
周
辺
に

あ
る
と
き
は
、
風
向
き
や
散
布
の
方

向
・
位
置
に
注
意
し
、
飛
散
の
少
な

い
ノ
ズ
ル
に
付
け
替
え
る
な
ど
の

予
防
対
策
を
し
て
、
さ
ら
に
散
布

す
る
前
に
は
、
周
辺
の
栽
培
者
に

も
散
布
す
る
こ
と
を
伝
え
、
お
互

い
に
作
物
へ
の
農
薬
飛
散
防
止
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
】
経
済
課

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
1
５
２

政
策
懇
談
会
の
参
加
グ

ル
ー
プ
募
集

介
護
予
防
教
室
を

開
催
し
ま
す

農
薬
の
飛
散
に
注
意
し

ま
し
ょ
う

夏の県民交通安全
運動が始まります

入札時期概　　　　　要期　間場　所種　別名　　　　　　称課 ・ 局 名

第１四半期開削工法　Ｌ＝２８２.５ｍ約４か月中谷地内土木一式公共下水道事業枝線管渠築造工事水 道 課

第１四半期開削工法　Ｌ＝２９４.５ｍ約５か月中谷地内土木一式公共下水道事業枝線管渠築造工事水 道 課

第１四半期開削工法　Ｌ＝１２８.６ｍ約４か月中谷地内土木一式公共下水道事業枝線管渠築造工事水 道 課

第１四半期推進工法　Ｌ＝７８ｍ約３か月南大島地内土木一式公共下水道事業枝線管渠築造工事水 道 課

第１四半期開削工法　Ｌ＝２２８.２ｍ約４か月中谷地内土木一式公共下水道事業枝線管渠築造工事水 道 課

平成１８年度　公共工事の発注見通し一覧表（入札および契約の方法はすべて指名競争）

契約金額予定価格契約業者工　　事（業務名）

２,６３０,０００２,７３０,０００㈲秀樹園町道６６号外６線街路樹維持管理業務委託

２,６５８,０００２,７００,０００乘村造園土木ふるさとの広場ＡＢゾーン維持管理業務委託

１,７５０,０００１,７９０,０００㈲君島造園大輪公園矢島公園維持管理業務委託

３,１９０,５２１３,２４０,０００㈲蓮見プランテイションふるさとの広場Ｃゾーン維持管理業務委託

１,４９０,０００１,５２０,０００㈲キムケン桜並木路維持管理業務委託

４,２５０,０００４,３５０,０００荒井建設㈱町道１８号外２線防護柵設置工事

４,３００,０００４,４００,０００荒井建設㈱町上水道管網整備事業（須賀第２工区）

３,７００,０００３,９２０,０００㈱協和設計事務所
町上水道石綿セメント管布設替工事及び

管網整備事業設計管理業務委託

４,１５０,０００４,２５０,０００斎藤建設工業㈱町上水道管網整備事業（第４工区）

５,０８０,０００５,１６０,０００㈲司建設町上水道管網整備事業（第５工区）

４０５,７６０６６０,５６４㈱両毛システムズＩＴ講習会用ノート型パソコン整備事業

入　札　結　果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円（消費税抜き）

 平成１８年７月１７日（月平成１８年７月１７日（月））
～２３日（日　　         ～２３日（日））

東
西
学
童
保
育
所
入
所

児
童
を
募
集



（１６）

　
町
で
は
、
平
成
　
年
度
採
用
職

１９

員
を
、
次
の
と
お
り
募
集
い
た
し

ま
す
。

◇
職
種
　
一
般
行
政
職

◇
採
用
人
数
　
若
干
名

◇
対
象
　
日
本
国
籍
を
有
し
、
地

方
公
務
員
法
の
欠
格
事
項
に
該

当
し
な
い
か
た
で
、
昭
和
　
年
４７

４
月
２
日
～
平
成
元
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た

◇
試
験
日
　
９
月
　
日
　

１７

（日）

◇
試
験
場
所
　
役
場
会
議
室

◇
申
込
用
紙
交
付
　
７
月
　
日
　

１９

（水）

総
務
課
窓
口
ま
た
は
郵
送
で
交

付
◇
申
込
期
間
　
７
月
　
日
　
～
８

２４

（月）

月
　
日
　
（
土
・
日
曜
日
は
除

１５

（火）

く
）　

◇
申
込
受
付
時
間
　
午
前
８
時
　３０

分
～
午
後
５
時
　
分
１５

◇
受
付
場
所
　
総
務
課
窓
口
へ

※
詳
し
く
は
総
務
課
庶
務
行
政
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
】
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
２
１
３

　
町
で
は
平
成
　
年
１
月
７
日
　

１９

（日）

に
行
わ
れ
る
、
成
人
式
の
実
行
委

員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
実
行
委

員
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
ぜ
ひ

ご
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
募
集
人
数
　
　
人
程
度

１５

◇
対
象
　
昭
和
　
年
４
月
２
日
か

６１

ら
昭
和
　
年
４
月
１
日
ま
で
の

６２

生
ま
れ
で
本
町
に
住
民
登
録
し

て
い
る
か
た
、
な
ら
び
に
本
町

出
身
者
で
本
人
よ
り
申
し
出
の

あ
っ
た
か
た
　

◇
内
容
　
式
典
の
検
討
・
協
議
等

◇
申
込
期
限
　
７
月
　
日
　

１０

（月）

【
問
】
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
３
１
１
５

（８４）

◇
日
時
　
７
月
８
日
　
　
午
後
２

（土）

時
　
分
現
地
集
合

３０

◇
場
所
　
館
林
ス
ポ
ー
ツ
レ
ー
ン

◇
対
象
　
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

の
労
働
者
・
使
用
者
と
そ
の
家

族
（
小
学
校
４
年
生
以
上
）

◇
募
集
人
数
　
先
着
１
０
０
人

◇
参
加
費
　
１
人
　
５
０
０
円
　

◇
申
込
期
限
　
６
月
　
日
　

３０

（木）

◇
申
し
込
み
　
経
済
課
窓
口
へ

【
問
】
労
使
教
育
委
員
会
事
務
局

（
経
済
課
内
）　
　
　
内
線
１
５
３

◇
対
象
　
▽
個
人
（
庭
先
・
農
地

等
）　
▽
地
域（
庭
先
・
農
地
等
）

▽
会
社
・
事
業
所
　
▽
観
光
書
・

学
校
・
集
会
所
等
公
共
施
設

◇
申
込
期
限
　
９
月
８
日
　（金）

◇
申
し
込
み
　
経
済
課
に
備
え
て

あ
る
応
募
用
紙
に
写
真
（
写
真

審
査
が
中
心
の
た
め
、
花
の
最

盛
期
の
写
真
）
を
添
え
て
花

い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
協
議
会

（
経
済
課
内
）へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い

【
問
】花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
協
議

会（
経
済
課
内
）　
　
内
線
１
５
３

　
各
教
室
等
の
申
し
込
み
は
６
月

　
日
　
～
　
日
　
ま
で
、
中
央
公

１５

（木）

２２

（木）

民
館
窓
口
ま
た
は
、
電
話
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

【
オ
イ
キ
ム
チ
教
室
】　

◇
日
時
　
７
月
　
日
　
　
午
前
９

１５

（土）

時
～
正
午

◇
場
所
　
中
央
公
民
館
　

◇
内
容
　
き
ゅ
う
り
キ
ム
チ
作
り

◇
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
者

◇
募
集
人
数
　
先
着
　
人
２０

◇
参
加
費
　
１
８
０
０
円
　
（
お

土
産
付
）
　
親
子
参
加
の
か
た

は
２
２
０
０
円

【
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
小
物
作
り
教
室
】

◇
日
時
　
７
月
　
日
　
　
午
前
　

１２

（水）

１０

時
～
正
午

◇
場
所
　
中
央
公
民
館
　

◇
内
容
　
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
効
能
を

利
用
し
た
小
物
作
り

◇
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
者

◇
募
集
人
数
　
先
着
　
人
１５

◇
参
加
費
　
１
０
０
０
円

【
夏
休
み
親
子
う
ど
ん
教
室
】

◇
日
時
　
７
月
　
日
　
　
午
前
９

２１

（金）

時
　
分
～
午
後
１
時

３０

◇
場
所
　
中
央
公
民
館
　

◇
内
容
　
手
打
ち
う
ど
ん
の
作
り

方
、
ゆ
で
立
て
を
試
食
し
ま
す

◇
対
象
　
親
子
（
町
内
在
住
・
在

勤
）
　
小
学
４
年
生
以
上
は
、

子
ど
も
だ
け
の
参
加
可

◇
募
集
人
数
　
先
着
　
人
１６

◇
費
用
　
材
料
費
実
費
　
１
人
５

０
０
円

【
夏
休
み
絵
画
教
室
】

◇
日
時
　
７
月
　
日
　
　
午
前
９

２７

（木）

時
　
分
～
午
後
３
時

３０

◇
場
所
　
中
央
公
民
館
　

◇
対
象
　
町
内
の
小
・
中
学
生

◇
募
集
人
数
　
先
着
　
人
３０

戸
籍
の
窓

田
口
 佳
樹
 （
博
文
・
千
恵
美
／
須
賀
）

よ

し

き

今
成
 昂
汰
 （
崇
亨
・
愛
／
田
島
）

こ

う

た

鎌
田
 理
那
 （
文
彦
・
圭
子
／
中
谷
）

り

な

大
津
　
 楓
 （
慎
吾
・
祐
子
／
矢
島
）

か
え
で

村
田
 啓
人
 （
民
夫
・
幸
代
子
／
南
大
島

）

け

い

と

大
野
 萌
杏
 （
貴
裕
・
玲
子
／
上
江
黒
）

も

あ

渡
邉
 太
士
 （
浩
史
・
緑
／
新
里
）

た

い

し

矢
島
 朋
樹
 （
大
輔
・
恵
／
新
里
）

と

も

き

加
藤
 結
菜
 （
直
樹
・
智
子
／
川
俣
）

ゆ

い

な

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

大
塚
雅
勇
　
　
　
　
大
佐
貫
　
一
枝

８０

秋
野
　
猛
　
　
　
　
新
　
里
　
政
史

８０

関
口
ゆ
き
　
　
　
　
下
江
黒
　
隆

７４

奥
澤
幸
子
　
　
　
　
江
　
口
　
一
雄

７５

二
十
里
伊
　
三
　
　
下
江
黒
  後
藤
正
義

８６

青
山
い
ち
　
　
　
　
斗
合
田
　
孝

８７

関
本
靜
江
　
　
　
　
南
大
島
　
忠

８１

石
村
岩
勇
　
    　
 　
大
佐
貫
   フ
ク
子
 

８０

立
木
ろ
く
　
　
　
　
梅
　
原
　
富
彰

８４

平
成
　
年
度
採
用
の

１９

町
職
員
を
募
集
し
ま
す

成
人
式
の
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す

町県民税、水道料金

納期限＝６月３０日(金)

今月の納税

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

参
加
者
募
集

中
央
公
民
館
の
各
種
教

室
・
講
座
の
募
集
案
内

（
敬
称
略
）

花
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン

ク
ー
ル
応
募
者
募
集



くらしの情報

（１７）広報めいわ　平成１８年６月１０日

【
Ｉ
Ｔ
講
習
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作

成
コ
ー
ス
】

◇
日
時
　
７
月
４
日
　
　
午
後
６

（火）

時
　
分
～
午
後
９
時
　
分

３０

３０

◇
場
所
　
中
央
公
民
館
　

◇
内
容
   初
級
コ
ー
ス
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
の
基
礎

◇
対
象
　
町
内
在
住
･
在
勤
者

◇
募
集
人
数
　
先
着
　
人
（
定
員

１６

に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

【
問
】
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
４
４
９
１

（８４）

　
　
各
教
室
等
の
申
し
込
み
は
、
社

会
体
育
館
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

【
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
教
室
】

◇
日
時
　
７
・
８
月
の
夏
休
み

（
木
・
金
曜
日
計
　
回
）　
午
前

１０

９
時
～
午
前
　
時
　
分

１０

３０

◇
場
所
　
社
会
体
育
館
他

◇
募
集
人
数
　
　
人
２０

◇
対
象
  町
内
在
住
の
小
学
１
～

３
年
生

◇
参
加
費
　
５
０
０
円
（
保
険
代
）

◇
申
込
開
始
日
　
６
月
　
日
　

２１

（水）

【
第
８
回
町
民
テ
ニ
ス
・
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
】

◇
期
日
　
７
月
９
日
　（日）

◇
場
所
　
利
根
川
総
合
運
動
場

◇
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者

◇
申
込
期
限
　
６
月
　
日
　

２８

（水）

【
第
８
回
町
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
】

◇
期
日
　
７
月
　
日
　

２２

（土）

◇
場
所
   老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
南
 

側
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

◇
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
者

◇
申
込
期
限
　
７
月
７
日
　（金）

【
第
８
回
町
民
野
球
大
会
】

◇
期
日
　
７
月
　
日
　

２３

（日）

◇
場
所
　
利
根
川
総
合
運
動
場

◇
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
者

◇
申
込
期
限
　
７
月
７
日
　（金）

【
第
４
回
少
林
寺
拳
法
演
武
会
】

　
明
和
町
少
林
寺
拳
法
団
体
が
演

武
会
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時
　
６
月
　
日
　
　
午
前
９

２５

（日）

時
～
午
前
　
時
１１

◇
場
所
　
中
央
公
民
館
　
　
　
　

【
キ
ャ
ン
プ
の
参
加
者
募
集
】

◇
期
日
　
７
月
　
日
　
～
　
日
　

２３

（日）

２４

（月）

◇
場
所
　
国
立
赤
城
青
少
年
交
流

の
家
（
勢
多
郡
富
士
見
村
）

◇
対
象
　
小
学
校
４
・
５
・
６
年
生

◇
募
集
人
数
　
先
着
　
人
（
個
人

２５

応
募
に
限
り
ま
す
）

◇
申
込
開
始
日
　
６
月
　
日
　

２１

（水）

　（
電
話
で
も
受
付
可
）　

◇
参
加
費
　
５
０
０
０
円

【
町
体
育
指
導
委
員
と
一
緒
に
軽

ス
ポ
ー
ツ
を
し
ま
せ
ん
か
】

◇
日
時
　
７
月
８
日
　
　
午
前
９

（土）

時
　
分
～
午
前
　
時
　
分

３０

１１

３０

◇
場
所
　
東
小
学
校
庭
・
体
育
館

◇
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
（
小

学
生
歓
迎
）

◇
参
加
費
　
無
料

◇
種
目
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等

【
問
】
社
会
体
育
館

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
４
６
２
６

（８４）

◇
日
時
　
７
月
～
９
月
ま
で
の
第

１
・
２
・
３
土
曜
日
　
午
後
７

時
～
午
後
９
時

◇
場
所
　
中
央
公
民
館

◇
参
加
費
　
１
０
０
０
円
（
茶
菓

代
）

◇
対
象
  ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
（
初
心
者
大
歓
迎
）

◇
講
師
　
日
本
民
謡
梅
若
流
　
梅

若
笙
柳

◇
申
し
込
み
　
明
和
梅
若
会
ま
た

は
中
央
公
民
館
窓
口
へ

【
問
】
明
和
梅
若
会
 冨
塚
仁
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
２
７
３
９

（８４）

◇
日
時
　
６
月
　
日
、
７
月
　
日
、

２５

２３

８
月
　
日
、
９
月
　
日
、　

月

２０

２４

１０

　
日
、　

月
　

日
の
日
曜
日

２２

１１

１９

（
計
６
回
）
午
前
９
時

◇
場
所
　
中
央
公
民
館
・
畑
等

◇
対
象
　
一
般
・
親
子
（
町
内
外

を
問
い
ま
せ
ん
） 
 

◇
募
集
人
数
　
　
人
（
定
員
に
な

３０

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

◇
内
容
　
そ
ば
の
植
え
付
け
か
ら

収
穫
、
そ
ば
打
ち
、
陶
芸
（
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
そ
ば
ち
ょ
こ
を
作

り
ま
す
）
な
ど

※
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◇
申
込
先
　
め
い
わ
ま
ち
づ
く
り

研
究
会

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
が

あ
る
仲
間
の
集
い
】

　
県
幹
部
職
員
と
一
緒
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
考
え
て

み
よ
う
。

◇
日
時
　
６
月
　
日
　
　
午
後
２

１８

（日）

時
◇
場
所
　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

　
研
修
室
１

m
a
chiken@

a
b
ea
m
.ocn.ne.jp

【
問
】
め
い
わ
ま
ち
づ
く
り
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
３
０
３
６

（７０）

◇
期
日
　
７
月
　
日
　
～
　
日
　

２３

（日）

２４

（月）

◇
場
所
　
茨
城
五
浦
方
面

◇
対
象
　
町
内
在
住
の
母
（
父
）

子
家
庭
の
親
子
（
　
歳
以
下
）
、

１８

寡
婦

◇
募
集
人
数
　
先
着
　
人
２５

◇
申
込
期
限
　
７
月
　
日
　

１０

（月）

◇
参
加
費
　
大
人
１
万
円
、
小
学

生
７
０
０
０
円

【
問
】
町
母
子
・
寡
婦
会
（
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
４
０
１
３

（８４）

明
和
梅
若
会
「
民
謡
教

室
」
募
集
の
お
知
ら
せ

定
期
相
談

町
の
無
料
法
律
相
談
　

　
◇
日
時
　
７
月
　

日
　
　
午

１０

（月）

前
　
時
～
正
午
　
◇
場
所
　

１０
役
場
委
員
会
室
　
◇
対
象
者

明
和
町
民
　
◇
担
当
　
森
尻

弁
護
士
　
◇
受
付
期
間
　
７

月
１
日
～
８
日
ま
で
総
務
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
予

約
制
）

人
権
・
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

　
◇
日
時
　
７
月
　

日
　
　
午

１８

（火）

前
　
時
～
午
後
３
時
　
◇
場

１０
所
　
役
場
会
議
室
　

年
金
相
談
　

　
◇
日
時
　
７
月
　

日
　
　
午

２０

（木）

前
　
時
～
午
後
３
時
　
◇
場

１０
所
　
館
林
市
役
所

交
通
事
故
相
談

　
◇
日
時
　
６
月
２
日
・
　
日
　

１６

（金）

午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

　
◇
場
所
　
太
田
市
役
所

５月の救急車　　
　　出動回数
士急病……………２３件
士交通事故……… ３件
士その他………… ８件
士合計……………３４件

社
会
体
育
館
の
各
種
教

室
・
大
会
の
募
集
案
内

親
子
ふ
れ
あ
い
交
流
事

業
参
加
者
募
集

自
給
自
足
体
験
教
室
　

そ
ば
・
陶
器
作
り
募
集



（１８）
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自然を
たずねて

　
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
取
材
で
、
多
く

の
人
た
ち
が
朝
か
ら
利
用
し
て
い
る

の
を
撮
影
し
な
が
ら
、
プ
ー
ル
が
た

く
さ
ん
の
人
た
ち
に
愛
さ
れ
て
い
る

の
を
実
感
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
運

動
不
足
解
消
と
健
康
増
進
の
た
め
に

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
憶

　
交
通
安
全
教
室
の
取
材
を
通
し
て
、

車
両
の
急
停
止
の
困
難
さ
や
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
、

ま
た
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
気

を
つ
け
た
い
も
の
で
す
ね
。
卸

　
自
分
を
守
る
の
は
自
分
で
し
か
な

い
。
普
段
誰
か
を
助
け
て
い
な
い
と
、

何
か
あ
っ
た
時
に
誰
に
も
助
け
て
も

ら
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
何
で
も
人

任
せ
に
せ
ず
、
自
分
に
で
き
る
事
は

積
極
的
に
や
り
た
い
も
の
だ
。
加

関東平野の群馬県と埼玉県の間を斜めに流れる大河を利根川と称している。またの名を板東太郎と

も呼んでいる。この河に寄り添うかのように、明和町がある。群馬で一番の住みよい町である。５

月の声を聞くころになると「八十八夜の別れ西」と、言い伝えられているように西風がぴたりと止

むのである。利根川も、この季節になると、いずこからともなく太公望が集まってくる。東武鉄道

の鉄橋付近の釣り場をたずねてみた。川中の脚立に股がった釣り人が、糸をたぐり寄せては遠くに

投げる姿に出会った。情緒豊かな光景であった。まだまだ身近に自然界があった。一天にわかに 掻 
か

き曇り、閃光一発雷雨の洗礼を受けたのである。５月２０日（土）午後のことであった。

写真・文　山平　薫

利根川


